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イオン北海道株式会社 
会社説明会 

イオン北海道株式会社 
代表取締役社長  星野 三郎 

2017.2.7 



本日のご説明内容 

１．イオングループの概要 

２．イオン北海道の概要 

３．イオン北海道の主な取り組み 

４．配当の方針と当期の目標数値 
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１．イオングループの概要 



イオングループの概要 

営業収益      8兆1,767億円 
営業利益           1,769億円 
連結子会社                    295社 
持ち分法適応関連会社       33社 
    （2015年度実績） 
 

4 



イオンの基本理念 
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平和 

地域 人間 

お客さま 

「平和」：イオンは、事業の繁栄を通じて、平和を追求し続ける企業集団です。 
「人間」イオンは、人間を尊重し、人間的なつながりを重視する企業集団です。 
「地域」イオンは、地域のくらしに根差し、地域社会に貢献し続ける企業集団です。 

お客さまを原点に平和を追求し、人間を尊重し、地域社会に貢献する 

イオンは基本理念のもと、絶えず革新し続ける企業集団として 

「お客さま第一」を実践してまいります 
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２．イオン北海道の概要 



 社    名：イオン北海道株式会社 

 事業内容 ：総合小売業  

 店 舗 数：道内7６店舗（2017年1月末日時点） 

         総合スーパー4０店舗 

         小型スーパー「まいばすけっと」3５店舗 

         自転車専門店「イオンバイク」１店舗 

 従業員数 ：7,815人（2016年7月10日現在） 

 設    立：1978年4月 

 売 上 高：1,703億円（2015年度） 

 資 本 金：61億43万円 

会社概要 
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店舗網 

イオン北海道の店舗マップ 

北海道に大型ショッピングセンターから小型スーパーまで全76店舗を展開 

76店舗 

まいばすけっと35店舗 



沿革 
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（株）北海道ニチイ設立              
（株）ホクホー設立  
（株）ホクホー、（株）北海道ニチイ2社の合併により、新生（株）北海道ニチイ発足             
（株）マイカル北海道へ社名変更 
株式店頭登録 
東京証券取引所第二部、および札幌証券取引所に同時上場  
東京証券取引所第一部に指定   
室蘭ファミリーデパート、根室ファミリーデパート合併  
社名を（株）マイカル北海道から（株）ポスフールへ変更 
店名をサティからポスフールへ変更        
イオン（株）と業務及び資本提携  
イオン（株）の11店舗を承継し、社名をイオン北海道（株）へ 
ISO14001を全社認証取得 
ポスフール及びジャスコの店名をイオンへ変更 
「まいばすけっと」1号店オープン  
「イオンバイク」1号店オープン 
ネットスーパー「ネット楽宅便センター」開設 
「旭川駅前店オープン」 
（株）ダイエーの9店舗を承継  

イオン北海道は今年で誕生10周年を迎えます 



お取引先さま 
サービスの向上に、一緒
に取り組んでいただける
ビジネスパートナーです。 

株主の皆さま 
お客さまとして、 
オーナーとして、 
事業を支えてくださる 
経営パートナーです。 従業員 

会社の最も重要な経
営資源であり、成長の
原動力となる財産＝
人財です。 

お客さま 
お客さまを原点に 
平和を追及し、人間を
尊重し、地域社会に貢
献します。 

地域社会・行政 
地域や行政のみなさまと
共に地域社会の発展と
生活文化の向上に貢献
します。 
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ステークホルダーと強固な信頼関係を築き北海道NO.1へ 

目指す姿 
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当期純利益 営業利益 

イオン北海道誕生からの利益の推移（当期純利益・営業利益） 

業績推移  

2008年の誕生より、営業利益を80億円以上出せる体制に成長 
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有利子負債依存度は自己資本比率を下回る 

有利子負債推移 

2015年度にダイエー事業承継で一次増加も財務の健全性は継続 
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経営指標の推移 

ROE10％以上の安定した経営状態 
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2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 

ＲＯＥ 6.4 10.9 13.0 14.3 20.2 14.5 13.0 

営業 
利益率 

1.7 3.2 5.1 5.3 5.4 5.2 4.7 

イオン北海道のROEと営業利益率利益の推移 



各社との経営指標の比較 

国内GMS11社との比較では、ROE2位、営業利益率で3位 
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順位 社名 ROE 

1 イズミ 13.3  

2 イオン北海道 13.0 

3 サンエー 9.9 

4 平和堂 7.3 

5 セブン＆アイ・HD 6.9 

順位 社名 
売上高 

営業利益率 

1 サンエー 7.9 

2 イズミ 4.9 

3 イオン北海道 4.7 

4 天満屋ストア 3.6 

5 セブン＆アイ・HD 3.4 

ROE ベスト5 売上高営業利益率 ベスト5 

＊5社数値は連結 ＊天満屋ストアのみ連結、その他4社は単独 

＊イオンリテール 9位 0.2％、イトーヨーカドー 11位 ▲1.1％ 

単位：％ 単位：％ 
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３．イオン北海道の主な取り組み 
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札幌エリアの承継主要店舗より大型活性化をすすめ、好調に推移しています 

地域に合わせた店づくり 2016年度の活性化 

札幌麻生店 

イオン北海道の店舗網と 

2016年度の主な活性化店舗 

（投資金額1億円以上） 

東札幌店 

上磯店 
湯川店 

滝川店 

ダイエー承継店で 
大型活性化を実施した店舗 

ダイエー承継店で 
少額活性化を実施の店舗 

札幌栄町店 

北見店 

名寄店 

札幌琴似店 

新さっぽろ店 

旭川西店 

既存店舗で 
大型活性化を実施した店舗 

苫小牧店 
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直営計 

食品 

2016年11月 
新さっぽろ店を活性化 
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承継後、活性化効果も十分に発揮し、順調に推移しています 

地域に合わせた店づくり 承継店舗の業績推移 

ダイエー承継店舗の売上推移 
（前年同月比、専門店業態のカテプリを除く8店舗） ％ 

2015年9月、ダイエーの 
9店舗を承継しました 

2016年3～4月 
札幌麻生店を活性化 

店名変更やシステム統合等を経て、 
お客さまに支持していただける 
売場体制になり、売上が上昇 

2016年6～7月 
東札幌店を活性化 
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ターミナル店舗のお客さまに合わせた新たな売場作りに取り組みました 

地域に合わせた店づくり 承継店舗の活性化 

東さっぽろ店＜デリカ＞ 新さっぽろ店<リカー> 

新さっぽろ<フラワー＆ガーデン> 東さっぽろ店<H&BC> 
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街づくりとしての活性化や新規出店をすすめて行きます 

地域に合わせた店づくり 新さっぽろ店 

（北海道新聞2016年12月15日号） 
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札幌中心部に小型スーパーのドミナント出店をすすめています 

近くて便利な小型スーパー 「まいばすけっと」 

札幌中心部に2017年1月現在、 

 3５店 
をドミナント展開しています。 

 

2025年度には 

100店舗体制を 

目指し、出店して行きます。 
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店舗でお買い物した商品をご自宅までお届けする大変便利なサービスです 

店舗の便利な配達サービス 「楽宅便」 

専用コンテナ1個の配達料金 
 
【一般のお客さま】 
2,500円(税込)以上のお買上げで200円(税込) 
2,500円(税込)未満のお買上げで300円(税込) 

野菜や肉など、要冷 
（クール）商品も、 
配達します！ 

【イオンオーナーズカード会員のお客さま】【65歳以上のお客さま】 
【身障者手帳をお持ちのお客さま】【妊婦のお客さま】 
2,500円(税込)以上のお買い上げで2個まで無料 
(3個目から1個につき100円(税込)) 
2,500円(税込)未満のお買い上げで300円(税込） 

※一部実施していない店舗があります 

※伝票自動発行システムの導入をすすめています 
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ネットスーパーが上磯店出店で全道即日配達が可能になりました 

スマホで簡単お買い物 「ネットで楽宅便」 

 
 

旭川西店 
配送エリア 

注：全道・・・離島を除く全道世帯の99.7％ 

北見店 
配送エリア 

釧路昭和店 
配送エリア 帯広店 

配送エリア 
千歳店 
配送エリア 

札幌センター 
配送エリア 

2016年9月OPEN 
上磯店 配送エリア 

配送拠点、配送エリアマップ  

旧ダイエ―店舗の上磯店に 
ネットスーパーをOPENし、 
これまで配送外エリアだった、 
函館を中心に黒松内・寿都以南 
エリアをカバーすることで、 
ネットスーパーの 
全道即日配送網が完成しました 

パソコンだけでなく 
スマートフォンやタブレット端末 
からもご注文いただけます 

札幌エリアのご注文は 
楽宅便センターで承り 

お届けします 
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アジア圏で強いイオンブランドで外国人観光客を取り込みます 

外国人観光客の取り込み 「インバウンド」 

免税対応の 
サービスカウンター 

タイ国際航空と 
クーポン企画 

中国/台湾のSNSへ 
店舗告知 

Webクーポン 
の発行 

wifi整備 

WeChat 
Payment 

（北海道新聞2017年1月25日号） 
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「ご当地WAON」による地域連携 

ご当地WAON
2015年度

寄付金総額

累計

寄付金総額
活用先と内容

14,350千円 49,239千円
ＮＰＯ法人北海道遺産協議会を通じて、

北海道遺産の保全活動に活用されます。

4,527千円 7,197千円 札幌市の文化芸術振興に活用されます。

1,455千円 1,708千円 函館市の子育て支援に活用されます。

2,128千円 2,128千円

旭山動物園の魅力向上や旭川市の中心街

地の賑い創出による地域活性化に活用され

ます。

イオンの電子マネーWAONが、ご当地WAONとして地域を活性化 

ご当地WAONは、お客さまのお買い物ご利用額の0.1％を、イオンが各自治体へ寄付し、 
各自治体の地域経済活性化や地域の環境保全、観光振興などに役立ていただきます。 

2011年７月発行 

2014年3月発行 

2014年10月発行 

2015年3月発行 

ほっかいどう遺産WAON 

創造都市さっぽろWAON 

はこだてWAON 

あさひかわWAON 

（2015年度 22,460千円） （累計 60,272千円） 
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ご当地WAON第5弾！地域共通ポイント＝「とまチョップポイント」誕生 

新しいご当地WAON 「とまちょっぷWAON」 

とまチョップWAONカード  

誕生記念イベントの様子 
イオンモール苫小牧にて 
（2016年8月2日） 

「とまチョップWAON」の 

「イオンモールウォーキング」 

2016年11月5日スタート 

NEW 

（日経電子版2016年12月19日号） 
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ご当地WAON第6弾！寄付金は札幌市の観光振興に活用されます 

・雪まつり会場で2/6～先行販売中！ 
・イオン北海道店舗では2月13日より販売！ 
・ご利用金額の０.１％が、 
 札幌市の観光振興に活用されます。  

新しいご当地WAON 「雪ミクWAON」 

SAPPORO❄雪ミクWAON 

NEW 

（北海道新聞2017年1月25日号） 
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1人ひとりが能力を発揮し、大きなやりがいを持てる環境づくりに取り組んでいます 

新卒定着率 

93％ 
イオン北海道に入社した 
新卒社員にうち、 
93％が3年後も 
それぞれの部署で 
活躍しています。 

休日取得実績 
（2015年度 社員平均） 

130日 
イオン北海道には通常 
105日（年間）に加え、 
年間20日間の長期休日が 
付与されます。イオン北海道 
自慢の休日制度です。 

育児休暇取得率（女性） 

95％ 
イオン北海道では女性だけでなく、男性も安心して 
育児と仕事を両立できる環境を整えています。 

働き甲斐のある職場環境づくりへの取り組み 
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「えるぼし」を取得、「イクボス企業連盟」に加入しました 

働き甲斐のある職場環境づくりへの取り組み 

女性活躍推進優良企業として、 
厚生労働大臣認定マーク「えるぼし」を 
取得しました。 

新しい時代の理想の上司（イクボス）を 
育てていこうとする企業のネットワーク、 
イクボス企業同盟に加入しました。 

「えるぼし」を取得 イクボス企業同盟に加入 

認定マーク＜第3段階目＞ 
※「えるぼし」最高位  

イクボス企業方針 
５カ条を制定  

http://fathering.jp/ikuboss/4625/
http://fathering.jp/ikuboss/about/ikuboss-alliance/
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４．配当の方針と当期の目標数値 
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株価の推移について 

イオン北海道（株）株価推移 

・2016/1/29（金） 
 終値 537円 出来高67,400株 
・2017/1/31（火） 時点 
 終値 614円 出来高66,200株 



株主優待制度について 
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年1回100株以上保有の株主さまにご優待券を贈呈いたします 

100株～999株 

1,000株～1,999株 

2,000株以上 

保有株式数 

100円券×25枚 

100円券×50枚 

100円券×100枚 

優待内容 

5,000円分 

10,000円分 

優待金額 

2,500円分 

【株主さまご優待券の贈呈】 

500株以上保有で全国のイオングループ178店舗に開設しています
ラウンジをご利用いただけます 

【イオンラウンジのご利用】 

＊2月末株主名簿に記載された株主さまが対象です。 



配当の状況 

 配当方針 
 
中長期的な成長による 

企業価値向上 
経営のパートナーである 
株主さまへの利益還元 

２０１２年 ２０１３年 ２０１４年 ２０１５年 

１株当り配当金 ７円 １０円 １０円 １０円 
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中長期的な成長による企業価値の向上で、利益還元してまいります 
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2017年2月期 業績予想 

2017年2月期予想 増減率

売上高 185,000 ＋8.6

営業利益 8,000 ＋0.9

経常利益 7,600 ▲5.0

当期純利益 3,700 ▲11.5

配当 10円

（単位：百万円、％）

売上高、各利益、配当ともに年度当初の計画通りの見込みです 
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